
プログラム共同セミナー 
 

今回は、哺乳類神経幹細胞研究のトップランナーとして著名な中島欽一先生に

ヒト医療応用に向けた脳細胞制御研究の最新の知見についてセミナーをお願い

しました。どなたでも参加できます。奮ってご参加ください（理学部生物科学科 

特別講義の一部を兼ねます）。 

 

日時：11/29（月曜日） 16:20 から 1 時間〜1 時間半程度 

場所：理学部 E 棟 209 号室 

 

標題：胎生期及び幼若期薬剤曝露による成体海馬機能障害とその改善法 

講師：中島 欽一 先生 

（九州大学大学院医学研究院応用幹細胞医科学部門基盤幹細胞学分野 教授） 

 

要旨： 

脳神経系を構成する主要な細胞種、ニューロン、アストロサイト及びオリゴデン

ドロサイトは共通の神経幹細胞から産生されるが、一旦形成された成体脳は再

生しないとされてきた。ところがこれまでの研究で、ほぼすべての哺乳動物の成

体脳にも限局された領域に神経幹細胞が維持されており、日々ニューロンを新

生できることが知られるようになった。特に海馬におけるニューロン新生は、学

習・記憶に重要な役割を果たすことがわかっている。しかし、胎仔期や幼若期の

神経幹細胞は薬剤曝露などによる影響を受けやすく、その影響は成長した後の

成体脳のニューロン新生にも及ぼされることとも明らかとなってきた。そこで、

本セミナーでは、抗てんかん薬であるとともに HDAC 阻害作用も示すバルプロ酸

の胎仔期暴露、および麻酔薬ミダゾラムの幼若期曝露が誘導する成体海馬ニュ

ーロン新生障害とそのメカニズムを紹介する。また成体海馬ニューロン新生障

害によって損なわれる海馬機能とその改善法についても合わせて議論したい。 
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問い合わせ先：生命医科学プログラム 今村拓也（timamura@hiroshima-u.ac.jp） 


